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vertexに着 目する｡ 1つの vertexは4本の edgeを介 して4つの vertexに
隣接 し､その4本の edgeの中の2本を含む faceが 1つの vertexの近傍に6面
存在する｡ 従って 1つの ve･rtex･は4つのセルに挟まれていや｡ (この場合､
edgeおよび faceは一般には曲っているであろう｡)











近似◎ 1つの VerteXiのみを_速度 Vlで動か し､他の VerteX
このことは vert盲Ⅹiのまわりの6つの面の iを頂点 とする三角形の部分のみがR
に寄与することを意味する｡ ここで vertexiのまわりの三角形 (i, j,k)
についての散逸関数を計算しよう｡ iを原点に置き､辺 ijをⅩ軸に一致するよ
うに置きj､kの座標をそれぞれ (Ⅹ 1,0)､ (Ⅹ2,
上の点の界面の速度を表すためにつぎの変数変換を行な
Ⅹ - Xle+(Ⅹ 2-Ⅹ 1) ヮ
y = y27
?
? ?2) と置 く｡ △.ij汰
(4)
ここで0≦e≦1､0≦ ヮ≦蔓である｡ vertexiの速度をV~1とし法線ベク ト
ルをn lJkとおくと点 iでの面の速さはv l･n lJkであり､また点 j､kは動かない
ので､直線 jkとの距離に比例 して面の速さは大きくなる｡eはその距離に比例す
e-1は直線 jkを､ ∈-0は点 iを
(1- e) v l･n l-Jkで表される｡
??? 従つて､点 (X,y)? ?? ??????? kの散逸関?????
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rJl 喜 rJ~ rl
(6)
(7)





R ≡ ∑ R I Jk ■- - .∑ AIJk(vl･nlJk)2
く jk 〉 12し くjk〉
(8)











































































T. IM･00 CELLNUnt帥■ 712 T- )肘.dZI t:EtL NtM4亡■' IIl
t-150
t-150
-353-
t-300
t-300
